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空飛ぶクルマ離着陸場ガイドブックに関するセミナー
【大阪府 令和５年度 空飛ぶクルマ社会実装事業環境調査業務】
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１．はじめに

★大阪府が今年度作成した「空飛ぶクルマ離着陸場ガイド
ブック」の紹介（概要や読んでいただく上でのポイントなど）

➣大阪府

★質疑応答

➣受託事業者（兼松株式会社、Skyports株式会社、
株式会社ANA総合研究所、株式会社日建設計
共同企業体）

<本日のセミナーの構成>
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１．はじめに

★本事業の目的
（なぜ府がガイドブックを作成することとしたのか）

➣ 多種多様な事業者に、空飛ぶクルマ関連ビジネスへの関心を持って

いただき、具体的な離着陸場関連ビジネスへの参入検討をしていた

だくこと

本セミナーでは、まずその入り口として、ガイドブックについて

知っていただきたいと考えています

<本日のセミナーでお伝えしたいこと>
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１．はじめに

・ 国のバーティポート整備指針や、府のガイドブックの存在を
知っていただくこと

・ このガイドブックが離着陸場関連ビジネスへの参入検討の
一助となることを理解していただくこと

・ そのために、ガイドブックにどんなことが書いてあるかの
アウトラインを理解していただくこと

本日のセミナーの目的
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２．ガイドブックの位置づけ

大阪府では、大阪版ロードマップ/アクションプランに沿って、「空飛ぶクルマ都市型ビジネス創造都市」の実現に向けた取組みを
推進
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２．ガイドブックの位置づけ

大阪版ロードマップ／アクションプラン
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２．ガイドブックの位置づけ

「空飛ぶクルマ都市型ビジネス創造都市」の実現には、商用運航に必要不可欠なインフラである離着陸場が、府内において
数多く整備されることが必要
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２．ガイドブックの位置づけ

バーティポート施設の整備に関する
基本的な考え方や留意事項を示
すものとして、国土交通省が昨年
12月に公表

※今後の海外動向や空飛ぶクルマの
機体開発等の進展により、適宜改訂
される予定

• バーティポート整備指針に沿っ
て離着陸場整備を検討される
事業者向けに

• 整備指針を読むだけではわから
ない、整備に必要な手続きや
流れの理解を進める

• さらに、整備指針の内容を図
示するなどしてわかりやすく解説

バーティポート整備指針 空飛ぶクルマ
離着陸場ガイドブック

バーティポート整備指針
https://www.mlit.go.jp/koku/content/001711020.pdf
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兼松株式会社

Skyports株式会社

株式会社ANA総合研究所

株式会社日建設計

代表構成員

構成員

３．ガイドブック作成に向けたアプローチ

委託業務実施体制
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具体的な

事業検討を

加速

空飛ぶクルマや
離着陸場への

興味・関
心を喚起

離着陸場整備に係る

知識や検討プロセ
ス等を紹介

アプローチ

手段

３．ガイドブック作成に向けたアプローチ

パンフレット
（シルバー）

ガイドブック
（ゴールド）



パンフレット
（シルバー）

ガイドブック
（ゴールド）

14
３．ガイドブック作成に向けたアプローチ

手法

（１）ヒアリングの実施
大阪府内の事業者を中心に、空飛ぶクルマに関連する産業や離着陸場整備を検討する
上での課題・不安・期待感を把握し、ガイドブックに盛り込むべき観点を確認

（２）航空局への確認
バーティポート整備指針の解釈が難しい部分は、国土交通省航空局に確認した上で
ガイドブックに反映

具体の
取組み
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• ポート事業者の責任範囲がわからない
• ポート事業の「運営」は何をしないといけないのか？

• 結局、ヘリコプターとの差はなに？
• 役所手続きはヘリポート設置よりも緩和される？
• バーティポート整備基準時には緩和されていないと・・・

• 万博の後は空飛ぶクルマはどうなるの？
• 国や大阪府ロードマップはあるけど蓋然性は？
• 社会受容性はいつ広がっていくのか？

検討状況や背景は異なれど、共通する声があることが判明

時間軸

事業性

ヘリとの差異

• 離着陸場開発には興味あるが、将来的にどう発展するのかが見えず、事業
性の見通しが立て難い。

• 事業採算性が一番の懸念要素。いきなり黒字化するとは思っていないが、
何年後に投資が回収できて、収益を上げられるのか。

ポート運営

３．ガイドブック作成に向けたアプローチ
ヒアリングの実施結果
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ヒアリングを通じてお聞きした事業者の声を踏まえて、
指針の内容解説のみならず、背景や周辺情報も考慮した説明

時間軸

事業性

ヘリとの差異

・・・

３．ガイドブック作成に向けたアプローチ

ガイドブック
（ゴールド）
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４．ガイドブックの記載内容の紹介

point１： 「バーティポートとは何か？」から読めばわかる “誰にでもわかりやすい” 説明

point２： “事業者目線” でバーティポート整備計画の進め方や注意すべき項目を紹介

point３： “3次元図解” で空飛ぶクルマのためのバーティポートをわかりやすく解説

ガイドブック作成のテーマ 》》



４．ガイドブックの
記載内容の紹介

この章では、

空飛ぶクルマが普及すると

「まち」や生活はどう変わる

かを説明します。

Chapter１：概要

サンプルページ紹介 ⇒

》空飛ぶクルマによって、
観光などの場面で生まれる新しい
移動体験や、救急への活用などに
ついて解説しています。

・どんな良いことがあるの？



４．ガイドブックの
記載内容の紹介

Chapter１：概要

この章では、他にも

次のような内容を掲載しています。

》空飛ぶクルマってどんなもの？ 》本当に世の中に広がっていくの？

》バーティポートってどんなもの？ 》バーティポートの施設構成



４．ガイドブックの
記載内容の紹介

Strictly Confidential

誰とどんな調整が
必要かを整理しています

この章では、

バーティポート整備を

進めるうえで、

Chapter２：検討プロセス

》土地所有者・バーティポート
設置者・設計者など複数の関係者と
その役割について解説します。

・バーティポートの設置・運営には
どんな関係者がいるの？

サンプルページ紹介 ⇒



４．ガイドブックの
記載内容の紹介

Chapter２：検討プロセス

この章では、他にも

次のような内容を掲載しています。

》バーティポート設置まで

どんなフロー？

》環境アセスメントが必要？

》地域との話し合いはどうするの？



４．ガイドブックの
記載内容の紹介

この章では、

制度整備の状況や

関係法令などについて

解説します。

Chapter３：法体系

》例えば、緊急離着陸場をバーティ
ポートへ改修する際に、注意すべき
ポイントなどを記載しています。

・所有しているビルに
バーティポートは設置できるの？

サンプルページ紹介 ⇒



４．ガイドブックの
記載内容の紹介

Chapter３：法体系

この章では、他にも

次のような内容を記載しています。

》空飛ぶクルマの制度整備は

されているの？

》バーティポートの制度整備の

状況は？

》いつから整備が可能なの？ 》ほかにはどんなルールがあるの？



４．ガイドブックの
記載内容の紹介

この章では、

適地選定のポイントや

「制限表面」について

わかりやすく図解します。

Chapter４：適地選定

》整備指針では2次元で説明されて
いた制限表面を、3次元のモデルで
視覚的に図解しています。

・制限表面とは？

サンプルページ紹介 ⇒



４．ガイドブックの
記載内容の紹介

Chapter４：適地選定

この章では、他にも

次のような内容を掲載しています。

》どんな場所につくれるの？ 》進入表面の設定の仕方は？

》持続的な活用に向けて 》空飛ぶクルマの事業性



４．ガイドブックの
記載内容の紹介

この章では、

バーティポート整備指針に

沿って、各構成要素
を徹底図解します。

Chapter５：施設計画

》整備指針では単独で解説される
各要素を一つのモデルで図解し、
全体像をより把握しやすくしてい
ます。

・図解 地上バーティポート
基本構成要素

サンプルページ紹介 ⇒



４．ガイドブックの
記載内容の紹介

Chapter５：施設計画

この章では、他にも

次のような内容を掲載しています。

》バーティポートには

どんな種類があるの？

》図解 地上バーティポート

FATO/誘導路/スタンド/PSS

》地上VPと高架VPの差は

どんなもの？

》バーティポートに必要な設備は？



４．ガイドブックの
記載内容の紹介

この章では、

空飛ぶクルマのある

未来へ向けて

今後の短期的・

中期的見通し
を示しています。

Chapter６：未来へ向けて

》空飛ぶクルマが広がった未来の
都市イメージも紹介しています。

・おわりに

サンプルページ紹介 ⇒
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５．
おわりに
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ご清聴ありがとうございました

受託事業者（共同企業体）

代表構成員

兼松株式会社

構成員

Skyports株式会社

株式会社ANA総合研究所

株式会社日建設計


